
　

歳
入
予
算
の
財
源
構
成
に
つ
き
ま
し
て

は
、
自
主
財
源
が
対
前
年
度
比
で
４
億
３
，

２
３
０
万
円
、
率
に
し
て
７
・
６
％
の
減

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
寄
附
金
が
５
億
円
の

減
と
な
っ
た
こ
と
が
主
な
要
因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
方
交
付
税
に
つ
き
ま
し
て
は
、
地
方
財
政
計
画
に

お
い
て
対
前
年
度
伸
び
率
が
１
・
６
％
の
増
と
な
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
普
通
交
付
税

は
、
対
前
年
度
比
率
で
3
・
1
％
の
増
、
特
別
交
付
税
は
、

対
前
年
度
比
率
で
10
・
８
％
の
増
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
債
に
つ
き
ま
し
て
は
、
串
間
市
消
防
庁
舎
整
備
事

業
お
よ
び
河
川
改
修
事
業
、
市
町
村
道
整
備
事
業
な
ど

の
事
業
費
が
増
と
な
り
、
対
前
年
度
比
で
３
億
３
，
０

２
０
万
円
、
率
に
し
て
18
・
７
％
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。 歳 入

令和７年度 一般会計当初予算総額

１６７億３千万円
前年度比

1.76％増

※�構成比については、四捨五入のため、内訳と合計が一致しない場合があります。

（単位：千円，％、△は減）

会　 計　 名 令和 7 年度当初予算🄐 令和 6 年度当初予算🄑 比較🄐 - 🄑 伸率
一般会計 16,730,000 16,440,000 290,000 1.8

特
別
会
計

国民健康保険特別会計（事業勘定） 2,408,702 2,685,340 △ 276,638 △ 10.3
後期高齢者医療特別会計 767,875 729,776 38,099 5.2
介護保険特別会計（事業勘定） 2,307,715 2,542,891 △ 235,176 △ 9.2
市木診療所特別会計 69,139 60,113 9,026 15.0

小　　　　　計 5,553,431 6,018,120 △ 464,689 △ 7.7
病院事業会計（収益的支出および資本的支出） 2,495,194 2,407,214 87,980 3.6
水道事業会計（収益的支出および資本的支出） 937,451 796,380 141,071 17.7
下水道事業会計（収益的支出および資本的支出） 236,912 224,112 12,800 5.7

合　　　計 25,952,988 25,885,826 67,162 0.3

人件費
15.1%

市税
11.1%

分担金及び負担金
0.3%

使用料及び
手数料
0.8%

繰入金
8.3%

寄附金
9.0%

地方消費税交付金
2.6%

地方交付税
30.4%

国庫支出金
12.9%

県支出金
8.6%

その他
1.6%

市債
12.5%

その他
1.9%

扶助費
18.5%

公債費
6.9%
公債費
6.9%

普通建設事業費
13.6%

災害復旧事業費
1.6%

維持補修費
1.4%

補助費等
13.7%

繰出金
8.1%

その他
5.3%

物件費
15.7%

自主財源：31.4%
依存財源：68.6%

義務的経費：40.5%
投資的経費：15.2%
その他経費：44.3%

歳 出 歳 入

　
義
務
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
前

年
度
比
で
５
億
９
９
８
万
４
千
円
、
率
に

し
て
８
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
人
件
費
は
、
人
事
院
勧
告
に
よ
る
給
与
改

定
な
ど
に
よ
り
８
・
１
％
の
増
、
扶
助
費
は
、
児
童
手

当
支
給
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
７
・
８
％
の
増
、
公
債

費
は
９
・
１
％
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
対
前
年
度
比
で
４
，

４
２
５
万
１
千
円
、
率
に
し
て
１
・
７
％
の
減
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
普
通
建
設
事
業
費
の
う
ち
、

公
営
住
宅
整
備
事
業
な
ど
の
減
が
主
な
要
因
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

そ
の
他
の
経
費
に
つ
き
ま
し
て
、
物
件
費
は
、
対

前
年
度
比
で
４
億
２
，
５
５
２
万
８
千
円
、
率
に
し
て

19
・
３
％
の
増
、
補
助
費
等
は
、
対
前
年
度
比
で
７
１

６
万
１
千
円
、
率
に
し
て
０
・
３
％
の
増
、
積
立
金
は

対
前
年
度
比
で
３
億
３
，
７
４
４
万
５
千
円
、
率
に
し

て
32
・
１
％
の
減
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
が

ん
ば
っ
ど
ふ
る
さ
と
応
援
基
金
積
立
金
の
減
が
主
な
要

因
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

歳 出

令和 7 年度
当初予算の

内訳
（特別会計・
企業会計含む）

詳細については
市公式サイトを
ご覧ください

「 
豊
か
な
自
然
と
共
存
し 

み
ん
な
で
創
り
育
て
る 

多
様
性
と
持
続
性
の
ま
ち  

く
し
ま
」の 

実
現
に
向
け
て
ー

●
は
じ
め
に

　

令
和
３
年
10
月
か
ら
、
第
19
代

串
間
市
長
と
し
て
２
期
目
の
市
政

運
営
を
担
わ
せ
て
い
た
だ
い
て
お

り
、
令
和
７
年
度
は
市
長
任
期
の

最
終
年
度
と
な
り
ま
す
。

　

２
期
目
を
振
り
返
り
ま
す
と
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対

策
や
物
価
高
騰
対
策
、人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
へ
の
取
り
組
み
を
最

優
先
に
、
大
規
模
災
害
を
見
据
え

た
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
の
推

進
、
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水
産

業
の
振
興
、
地
球
温
暖
化
防
止
対

策
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
し

て
、
真
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
４
月
に

東
九
州
自
動
車
道
の
未
事
業
化
区

間
で
あ
り
ま
し
た「
南
郷
～
奈
留
」

間
の
新
規
事
業
化
が
決
定
し
た
こ

と
は
、
長
年
の
悲
願
で
あ
り
、
こ

れ
ま
で
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
す
べ

て
の
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
あ

ら
た
め
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ

る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
は
市
制
施
行
70
周

年
の
節
目
の
年
で
あ
り
ま
し
た
。

　

記
念
式
典
を
は
じ
め
多
く
の

記
念
事
業
を
通
じ
て
、
本
市
の
発

展
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
先
人
た

ち
に
心
か
ら
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

受
け
継
ぎ
、
守
ら
れ
て
き
た
自
然
、

伝
統
、
文
化
の
尊
さ
を
強
く
感
じ

た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
は
第
六
次
串
間
市

長
期
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の

最
終
年
度
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま

で
先
人
た
ち
が
70
年
間
大
切
に
守

り
育
て
て
き
た「
財
産
」を
次
の
世

代
に
し
っ
か
り
と
引
き
継
ぎ
、
串

間
市
が
未
来
に
向
け
て
さ
ら
な
る

飛
躍
・
発
展
・
進
化
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
7
年
度

施
政
方
針
（抜粋）

串間市長

島
しま

田
だ

 俊
とし

光
みつ

02 01

03

「�

子
育
て
世
代
・
若
者
に

選
ば
れ
る
環
境
づ
く
り

の
推
進
」

　
子
育
て
世
代
へ
の
支
援
の
強
化
と

し
て
、
令
和
７
年
度
か
ら
保
育
料
の

完
全
無
償
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま

た
、
保
育
体
験
や
福
島
高
校
の
魅
力

向
上
な
ど
を
通
し
て
、
将
来
的
な
若

者
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
や
、
重

層
的
支
援
体
制
整
備
を
は
じ
め
と
し

た
新
た
な
地
域
共
生
社
会
づ
く
り
を

進
め
る
な
ど
、
人
口
減
少
や
少
子
高

齢
化
を
見
据
え
た
施
策
の
推
進
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

「�
物
価
高
騰
な
ど
を
克
服

す
る
た
め
の
経
済
・
産

業
成
長
の
促
進
」

　
人
材
確
保
や
就
労
環
境
整
備
な
ど

労
働
力
不
足
解
消
の
た
め
の
支
援
の

ほ
か
、
農
林
水
産
業
の
所
得
向
上
や

地
産
地
消
・
販
路
拡
大
の
取
り
組
み

を
強
化
し
、
地
域
産
業
の
成
長
へ
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
ま
た
、
重
点
対
策
加
速
化
事
業
な

ど
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
推
進
、

体
験
型
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
造
成
や
効

果
的
な
観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
通

じ
て
、
物
価
高
騰
な
ど
に
よ
り
影
響

を
受
け
て
い
る
地
域
経
済
の
早
期
回

復
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

「�

安
全
・
安
心
な
魅
力
あ
る�

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
」

　

老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
整
備
・

改
修
な
ど
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

に
着
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
消

防
庁
舎
整
備
を
は
じ
め
と
し
た
防

災
機
能
の
充
実
、
第
8１
回
国
民
ス
ポ

ー
ツ
大
会
の
受
け
入
れ
態
勢
の
整
備
、

書
か
な
い
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
窓
口
の
導

入
な
ど
自
治
体
Ｄ
Ｘ
の
推
進
、福
祉・

介
護
分
野
に
お
け
る
人
材
確
保
対
策

な
ど
、
災
害
に
強
く
、
安
全
・
安
心

な
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　
令
和
７
年
度
に
お
い
て
は
、
こ
れ

ら
の
取
り
組
み
を
し
っ
か
り
と
行
い

な
が
ら
、
行
政
諸
課
題
の
解
決
に
努

め
る
と
と
も
に
、
第
六
次
長
期
総
合

計
画
前
期
基
本
計
画
に
お
け
る
各
項

目
の
中
間
目
標
を
達
成
で
き
る
よ
う

全
力
を
尽
く
し
、
基
本
理
念
で
あ
り

ま
す「
豊
か
な
自
然
と
共
存
し　

み

ん
な
で
創
り
育
て
る　
多
様
性
と
持

続
性
の
ま
ち　

く
し
ま
」
の
実
現
に

尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

令
和
7
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的
な
考
え
方

　

令
和
７
年
度
の
市
政
運
営
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
人
口
減
少
の
進
行
や
物

価
高
騰
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
影
響
、
担
い
手
不
足
な
ど
、
本
市
が
直
面
す

る
課
題
の
解
決
や
将
来
を
見
据
え
た
未
来
志
向
の
施
策
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
長
期
総
合
計
画
前
期
基
本
計
画
の
最
終
年
度
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、

次
に
掲
げ
る
施
策
を
重
点
的
に
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

●
令
和
７
年
度
予
算
案
の
概
要

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、

令
和
７
年
度
は
、
市
民
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ

を
念
頭
に
置
い
た
上
で
、
見
直
す
べ
き
事
業
を

見
直
し
、
無
駄
を
無
く
す
と
と
も
に
、
優
先
順

位
の
決
定
や
財
源
の
配
分
な
ど
、
部
門
内
の
予

算
調
整
を
行
う
こ
と
と
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。

　

ま
た
、
令
和
６
年
度
に
続
き
、
が
ん
ば
っ
ど

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
一
部
を
原
資
と
し
た

「
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
事
業
」
と
し
て
、
人
口

減
少
対
策
な
ど
の
地
方
創
生
や
ふ
る
さ
と
納
税

の
推
進
に
寄
与
す
る
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
と

し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

●
お
わ
り
に

　

以
上
、
令
和
７
年
度
の
市
政
運
営
の
基
本
的

な
考
え
方
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　
「
ど
う
し
て
も
こ
う
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

こ
う
し
た
い
と
い
う
、
強
い
意
志
が
経
営
者
に

は
必
要
な
の
で
あ
る
」

　

こ
れ
は
、
経
営
者
と
し
て
尊
敬
す
る
京
セ
ラ

株
式
会
社
の
創
業
者
、
故
・
稲
盛
和
夫
さ
ん
の

言
葉
で
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
言
葉
を
常
に
心
に
持
ち
続
け
、

串
間
市
政
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、
全
身
全

霊
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

　

任
期
最
終
年
度
で
あ
る
令
和
７
年
度
も「
団

結
」「
継
続
」「
変
革
」
の
政
治
信
念
の
も
と
、
職

員
と
一
丸
と
な
り
、
全
力
を
傾
注
し
て
ま
い
り

ま
す
。

施政方針の
全文はこちら
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